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ハ
ン
ド
ブ
ッ
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◆Who：新入社員に 

◆What：入社後に活用できる『保険の基

礎知識ハンドブック』を作成させる 

◆How：入社前課題図書をテキストにして

トピックスごとに作成して LMS にて提出させる 

◆『自分が実際に入社後に使うハンドブック作

成』するため新入社員の個人の理解レベルに

合わせて作成できる 

◆やらされ感がでる課題ではなく自らが今後使

う成果物をつくるという事で『入社に向けた準

備』という位置づけをアピールできる 

◆学習者にとっては負担が大きい 

◆ハンドブック作成のポイント（作成にあた

ってナビゲーションになるような各トピックスの

学習目標を確認するガイドは必要） 

 

3．計画のコンセプト 

 コンセプト 

Z（何のために）：商品の多様化に対応し、激化する業界内の競争に勝つことができる新入社員にするために 

Y（どんな手段によるのか）：新入社員（内定者）に eラーニングを通じて「保険の基礎知識」と「自己開発する姿勢」を身につ

けることによって 

X（何を行う活動か）：新入社員が入社後に活用できる『保険の基礎知識ハンドブック』を作成させる 

 

 前提のチェック 

Z：『商品の多様化に対応』できることは望ましい。『激化する業界内の競争に勝つことができる新入社員』は必要である。 

Y：『新入社員（内定者）に e ラーニングを通じて「保険の基礎知識」と「自己開発する姿勢」を身につけること』は可能である。 

X：『新入社員が入社後に活用できる「保険の基礎知識ハンドブック」を作成させる』ことは可能である。 

 

 ロジックチェック 

「Yをすれば Xできる」：新入社員（内定者）に eラーニングを通じて「保険の基礎知識」と「自己開発する姿勢」を身につけされ

ば『新入社員が入社後に活用できる「保険の基礎知識ハンドブック」を作成させる』ことは可能である。 

「X することは、Z にプラスになる・寄与しうる」：新入社員が入社後に活用できる『保険の基礎知識ハンドブック』を作成させること

は、商品の多様化に対応し、激化する業界内の競争に勝つことができる新入社員にするために寄与しうる。 

 

4．アイデア ：上記のコンセプトを実現するためのアイデア 

 内定式で X社の置かれている市場環境・人材育成方針を新入社員（内定者）に伝える 

 入社後の導入研修のスケジュールを提示し、入社時までに身につけていて欲しい事（学習目標：「保険の基礎知識」「自

己開発する姿勢」）を提示する 

 課題書籍を配布し、この課題書籍を参考に入社後に自分が活用できるハンドブック作成の課題を伝える 

 自己紹介とともにどんなハンドブックにしたらいいか、どんなものであれば活用できそうかなどのアイデア出しのワークショップ実施

し新入社員同士のネットワークづくりを行う（グループメンバーはバランスを考慮して人事部で作成） 

 入社後の導入研修時にお披露目とともに新入社員と研修部・社長の投票によるベストハンドブック大会がある事を知らせる 

（グループ表彰・個人表彰あり） 

 ハンドブック作成のポイントと進捗がわかるように e ラーニングにて網羅して欲しい項目（確認テスト）をトピックスにわけて作

成し、課題図書を読み進めながらトピックスごとに作成して提出するようにして進捗を管理する 

 内定式でワークショップを実施したグループで掲示板のグループを作成し、相互コメントしてアドバイスし合えるようにする 

 作成したハンドブックは 2部印刷して入社式に持参させる（印刷コスト削減・自己開発の姿勢） 
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指導役 

先輩社員 

◆指導ツールとしての活用：基礎知識に関して指導する際のツールとしても活用できる 

地域型従業員 ◆成果物の共有：良い成果物は共有できる（本人の許可のもと） 

第二新卒、 

中途採用 

 

                                                                   以上 




